
2018

No.1258
11.5

元気共奏 飛躍ふじえだ

10月20日、岡部町殿で、２年に一度の伝統行事「朝比奈大龍勢」が開催されま
した。連と呼ばれる地域のグループが約半年を掛けて作り上げた龍勢が、晴れ
渡る秋空へ次々と打ち上がり、会場は大きな歓声と拍手で満たされました。

想
い
を
乗
せ
て
秋
空
へ

朝
比
奈
大
龍
勢
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　　　　午前10時～午後３時
ところ：大旅籠柏屋から
　　　　岡部支所付近までの旧東海道、
　　　　市民ホールおかべ

問岡部支所　☎667･3411
　江戸時代、東海道21番目の宿場町とし
て栄えた「岡部宿」。大旅籠柏屋から藤枝
宿（22番目の宿場町）に向かう旧東海道は、
今日も松並木が残るなど当時の名残を感じ
させます。今年の東海道岡部宿にぎわいま
つりでは、藤枝市と岡部町の合併10周年
を記念して、岡部宿の魅力を感じられる催
しを多数用意しています。ぜひ、岡部宿の
歴史と文化を肌で感じてください。

　合併10周年を記念した特別な姫様お
茶壺道中が旧東海道を練り歩きます。
とき：午前10時～正午

姫様お茶壺道中

と　き：11月18日（日）

藤枝市・岡部町
合併10周年記念事業

ミュージック・フェスティバル

平成29年11月12日、東海道
岡部宿にぎわいまつりを開
催。歴史ある岡部宿の魅力を
アピールしました。

平成28年５月28日、岡部宿内野本陣
史跡整備が完了。記念としてグランド
オープンイベントを開催しました。

平成25年７月27日、約1.8ヘ
クタールの広さのある内谷三
輪公園が開園。

藤枝市と旧岡部町の合併を記念し、プロサッカー
選手である岡部町出身の中山雅史選手と藤枝市
出身の山田暢久選手を迎え、北村市長と鼎

ていだん

談。
　　　　広報ふじえだ平成21年１月20日号の巻頭

を華々しく飾りました。

平成22年10月５日、市民岡部体育館が完成しまし 
た。岡部体育館が耐震不足を理由に閉館となって
　 から３年半。市民の皆さんの強い要望を受け、

　　　　　　　　誰もが使いやすい体育館に
生まれ変わりました。

来年１月１日で藤枝市と旧岡部町が合併して10周年。合

併後の10年間を、写真を交えて振り返ります。

平成21年６月１日、朝
比奈大龍勢が「第10回
しずおか観光大賞」を受
賞。伝統文化を核に、地
域のにぎわいづくりに貢
献したことが認められ、
市内初の大賞受賞となり
ました。

平成21年１月、藤枝市と旧岡部町が合併し、新生「藤枝
市」が誕生。１月10日、市民会館で合併記念式典を開催
しました。合併により人口は14万5,093人。同年６月の
富士山静岡空港開港や平成24年４月の新東名高速道路開
通など、人々が行き交う交通網が整い、志太榛原地域の
中核都市としての発展を続けています。

平成24年１月29日、同年春に開通する新東名高速道で、
「元気ふじえだ健康ウォーク」を開催。1,800人が開通
前の高速道路10㎞を歩き、開通を祝いました。

合併10
周年記

念式典

とき：11月18日㈰午前10時～
ところ：市民ホールおかべ
藤枝市と岡部町の合併10周年を祝い、
　　今後の発展を誓います。

平成23年10月30日、開館20周
年を迎えた玉露の里で「藤枝
フレッシュ・ミュージック・フェ
スティバル」を開催。

藤枝市合併記念式典

市民岡部体育館元気ふじえだ健康ウォーク

新生「藤枝市」誕生記念鼎談

朝比奈大龍勢内谷三輪公園

岡部宿内野本陣史跡

東海道岡部宿にぎわいまつり

10年の軌跡

藤枝市・岡部町合併

◆「K-mix FOOO NIGHT ピンソバ」
トークライブ
K-mix の人気番組「FOOO NIGHT
ピンソバ」のバカボン鬼塚さん、
高橋茉奈さんによるトークライブ
とき：午後１時～２時 30 分

◆スタンプラリー抽選会
とき：午後２時から

◆ふれあいゾーン
友好都市・深谷市コーナー、地場
野菜販売、健康相談コーナーなど

◆食文化ゾーン・内野本陣史跡広
場ゾーン
宿場の食文化販売、ふじえだ花回
廊ブース、中山間地域空き家バン
ク、玉露の野点振舞など

◆街道文化展
手揉み茶の実演、裂き織り体験、
朝比奈和紙の実演など

◆岡部町商工会元気発信広場
おかべぇふれあいランド、笑顔の
写真展、掘り出し物バザーなど

◆ボランティア夢座の大道芸
◆岡部図書館特別企画
◆宿場物産マーケット
◆生涯学習講座・自主グループ作品展示
　　　　　　　　　　　　　ほか
※駐車場が限られていますので、
　公共交通機関をご利用ください。
※会場の一部で交通規制を行います。
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地
域
の
一
員
と
し
て
防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う

　

罹り

災さ
い

証
明
書
・
罹
災
届
出
証
明
書
は
、

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
に
よ
り
被
災

し
た
家
屋
な
ど
の
被
害
の
程
度
や
原
因
を

証
明
す
る
も
の
で
す
。
被
災
者
支
援
を
受

け
る
際
や
民
間
が
取
り
扱
う
保
険
金
や
見

舞
金
の
請
求
な
ど
の
際
に
必
要
で
す
。

証
明
書
の
種
類

・
罹
災
証
明
書
…
家
屋
の
被
害
を
証
明
す

る
も
の

・
罹
災
届
出
証
明
書
…
家
屋
以
外
の
カ
ー

ポ
ー
ト
や
非
課
税
の
物
置
な
ど
の
被
害

の
届
出
を
証
明
す
る
も
の

問
大
規
模
災
害
対
策
課　
☎
６
４
３
・
３
１
１
９

次
の
場
合
に
は
、
気
象
庁
か
ら
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
連
す
る
情
報

が
発
表
さ
れ
ま
す
。

●
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
異
常
な
現
象
（
※
）
が
観
測
さ
れ
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
と
関
連
す
る
か
ど
う
か
調
査
を
開
始
し
た
場
合
や
調
査

を
継
続
し
て
い
る
場
合

●
現
象
の
調
査
の
結
果
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
の
可
能
性
が
平
常

時
と
比
べ
て
相
対
的
に
高
ま
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
場
合

●
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
の
可
能
性
が
相
対
的
に
高
ま
っ
た
状
態
で

は
な
く
な
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
場
合

※
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
や
、
東
海
地

域
に
設
置
さ
れ
た
ひ
ず
み
計
に
有
意
な
変
化
が
生
じ
た
場
合

〈
地
震
へ
の
備
え
の
例
〉

●
市
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
か
ら
正
確
な
情
報
を
常
に
収
集

●
家
庭
に
お
け
る
非
常
備
蓄
品
の
確
認

●
家
具
の
固
定

●
避
難
場
所
・
避
難
経
路
の
確
認

●
家
族
と
の
安
否
確
認
手
段
の
取
り
決
め

〈
避
難
勧
告
等
〉

土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
住
ん
で
い
る
人
、

昭
和
56
年
６
月
の
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
住
宅
に
住
ん
で
い

る
人
な
ど
を
対
象
に
、
避
難
勧
告
等
の
避
難
情
報
を
発
令
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
気
象
庁
の
「
東
海
地
震
予
知
情
報
」「
東
海
地
震
注
意
情
報
」
は
、

平
成
29
年
度
11
月
１
日
に
取
り
や
め
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
は
、

大
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
際
に
、
国
か
ら
の
緊
急

情
報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

【
同
報
無
線
で
の
放
送
】

市
内
に
設
置
し
て
あ
る
同
報
無
線
か
ら
一
斉
放
送
し

ま
す
。

▼
内
容
／
同
報
無
線
の
チ
ャ
イ
ム
↓
「
こ
れ
は
Ｊ
ア 

ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」（
３
回
）
↓
「
こ
ち
ら
は 

広
報
ふ
じ
え
だ
で
す
」
↓
同
報
無
線
の
チ
ャ
イ
ム

【
キ
ッ
ク
オ
フ
メ
ー
ル
で
も
同
時
配
信
】

キ
ッ
ク
オ
フ
メ
ー
ル
に
登
録
（
同
報
無
線
放
送
内
容

を
選
択
）
し
て
い
る
す
べ
て
の
人
に
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

の
伝
達
試
験
で
あ
る
こ
と
を
、
メ
ー
ル
で
一
斉
送
信

し
ま
す
。

　
「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」
と
は
、
気
象
庁
の
「
緊
急

地
震
速
報
」「
津
波
警
報
」
な
ど
や
、
国
・
地
方
公

共
団
体
の
「
災
害
・
避
難
情
報
」
を
、
対
象
エ
リ
ア

の
携
帯
電
話
な
ど
に
一
斉
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
回
線
混
雑
の
影
響
を
受
け
ず
に

受
信
で
き
、
携
帯
電
話
上
に
自
動
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

表
示
さ
れ
ま
す
。
通
信
料
や
情
報
料
は
無
料
で
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信
機
能
が
あ
る
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
に
、
藤

枝
市
が
配
信
し
ま
す
。

※
メ
ー
ル
の
受
信
（
鳴
動
）
に
よ
り
不
都
合
が
あ
る

人
は
、
午
前
９
時
前
後
の
約
30
分
間
、
携
帯
電

話
な
ど
の
電
源
を
お
切
り
く
だ
さ
い
（
設
定
に

よ
っ
て
、
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
中
で
も
鳴
動
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）。
詳
し
く
は
、
各
携
帯
電
話
会

社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問地域防災課　☎643･2110

　　というときに　　　

～ 12月２日㈰は地域防災の日です ～

地 域 の 力

11
月
21
日
㈬
午
前
11
時  

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

12
月
２
日
㈰
午
前
９
時  

配
信
試
験

いざ 役立つ

と
き
／
12
月
２
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
／
広
幡
小
学
校

内
容
／
医
療
救
護
訓
練
、
救
出
救
助
・

搬
送
訓
練
な
ど

地
域
防
災
訓
練
メ
イ
ン
会
場

緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

関
連
す
る
情
報
（
臨
時
）

交
付
ま
で
の
流
れ

❶
課
税
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
課
税
課
へ
提
出

❷
申
請
を
受
け
、市
職
員
が
現
地
調
査（
罹

災
証
明
書
の
場
合
の
み
）

❸
調
査
後
に
証
明
書
を
発
行

※
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
証
明
書
の
申
請
に
は
、
被
災
箇
所
の
写

真
の
添
付
が
必
要
で
す
。

※
証
明
書
が
不
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

加
入
し
て
い
る
保
険
会
社
へ
事
前
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

12
月
２
日
は
、「
地
域
防
災
の
日
」。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
突
然
発
生
し

た
こ
と
を
想
定
し
て
、
市
内
各
地
域
で

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
災
害
時

に
は
、
事
前
の
対
策
の
差
が
被
害
状
況

に
大
き
く
関
わ
り
ま
す
。
特
に
、
大
規

模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
市

や
消
防
、
警
察
な
ど
の
対
応
が
追
い
付

か
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
地
域

の
防
災
訓
練
に
参
加
し
、
地
域
の
防
災

力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

※
訓
練
は
自
主
防
災
会
ご
と
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
日
時
な
ど
詳
し
く
は
、
お
住
ま

い
の
地
区
の
自
主
防
災
会
に
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

災
害
関
連
情
報
を
知
る

罹
災
証
明
書
・
罹
災
届
出
証
明
書

 

問
課
税
課　
☎
６
４
３
・
３
２
７
９

被
災
者
支
援
を
受
け
る
際
に
必
要
で
す
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救
護
所
は
、
外
科
系
の
医
師
を

中
心
に
多
く
の
医
療
関
係
者
が
集

ま
り
、
役
割
を
分
担
し
て
運
営
し

な
け
れ
ば
機
能
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

救
護
活
動
を
行
う
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
も
重
要
で
す
。
平
成
31
年
４
月

か
ら
、
こ
れ
ま
で
12
カ
所
に
分
散

し
て
い
た
医
師
な
ど
医
療
関
係
者

を
、
救
護
活
動
を
行
う
充
分
な
ス

ペ
ー
ス
の
あ
る
４
カ
所
に
集
め
る

こ
と
で
、
よ
り
確
実
に
開
設
で
き

る
救
護
所
と
な
り
、
運
営
も
強
化

さ
れ
ま
す
。

平
成
31
年
４
月
１
日 

救
護
所
を
４
カ
所
に

　
ま
た
、
各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

10
カ
所
を
「
臨
時
救
護
所
」
と
し

て
指
定
。
こ
れ
に
伴
い
、
避
難
所

と
兼
ね
て
い
た
12
カ
所
の
「
小
学

校
救
護
所
」
は
廃
止
し
ま
す
。

　
臨
時
救
護
所
は
、
被
害
が
局
所

的
に
集
中
し
て
い
る
場
合
な
ど
に
、

医
療
救
護
本
部
の
判
断
で
医
療
救

護
チ
ー
ム
を
派
遣
し
て
開
設
し
ま

す
。
臨
時
救
護
所
が
開
設
さ
れ
た

場
合
は
、
同
報
無
線
や
広
報
車
、

自
主
防
災
会
を
通
じ
て
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

救護所の機能を強化

現　在

〈救護所（12カ所）〉
瀬戸谷小、稲葉小、葉梨小、広幡小、西益津小、藤枝小、
藤岡小、青島小、青島東小、高洲小、大洲小、岡部小

〈医師会救護所（２カ所）〉
志太医師会館（南駿河台一）、錦野クリニック（青葉町二）➡

平成31年４月１日から

〈主要救護所（４カ所）〉
志太医師会館、錦野クリニック、
生涯学習センター、岡部支所分館

※臨時救護所（10カ所）
各地区交流センター（瀬戸谷、稲葉、葉梨、広幡、西益津、
藤枝、青島北、青島南、高洲、大洲）

一人でも多くの命を救うた
めに

大規模地震の発生時、まずはじめにケガ人などを運ぶ救護所。災害時に人々の命
を救うため非常に重要な役割を担う救護所が、平成31年４月１日から新体制で
スタートします。� 問健康推進課　☎645･1111

「トリアージ」とは
　大規模災害により多数の負傷者
が発生した場合、「医療を必要とす
る人」と「医療資源（医療従事者・
医療資機材）」のバランスが崩れ、
十分な医療が受けられません。そ
のため災害医療では、「一人でも
多くの人の命を助ける」ことが最優先となります。
その優先度を判断するため、救護所では医療従事
者による「トリアージ」を行います。
　目印として、トリアージタッグという札を負傷
者に取り付け、タッグの色によって治療の優先度
や搬送先が決まります。命に危険がない負傷者は、
治療の優先度は低くなります。一人でも多くの人
の命を救うため、皆さんのご理解とご協力をお願
いします。

・救護活動を行うための広い医療スペースの
確保が可能となる

・医療関係者が集まり質の高い救護活動が実
現できる

平成31年４月からの救護所では…

とき／12月22日㈯午前９時30分～午後３時（開場：午前９時）
ところ／生涯学習センター
内容／映画上映（要整理券・先着350人）、市民政策提案 
優秀表彰、市民団体活動表彰、出張！こども食堂まつ
ぼっくり（先着50人）、市民活動ワークショップ（小
物作りなど）、ランチ交流会“縁カフェ”、物販、キッ

ズダンス、バンド演奏など
入場料／無料
※映画上映の整理券は、11月20日㈫から、ふじえだ市
民活動支援センター（文化センター内）、市民活動団
体支援課、岡部支所、生涯学習センターで配布します。
※ランチ交流会“縁カフェ”は、11月30日㈮までに、ふ
じえだ市民活動支援センター（☎646･3555）にお申
込みください。
※駐車場に限りがありますので、公共交通機関をご利用
いただくか、乗り合わせでご来場ください。
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

　劇場のオーディション
に挑む動物たちの葛藤と
奮闘を、数々のヒット曲
に乗せて描くミュージカ
ルアニメです。
声の出演／内村光良、
　長澤まさみ　ほか

SING/シング
(C)2016 Universal Studios. All Rights Reserved.

　「選ばれ続けるまち藤枝づくり」に向け、市民の皆さんからアイデアや知恵を生かす
提案を募集したところ、111件の応募をいただき、審査の結果、優秀提案を決定しました。
　優秀提案を中心に、市の施策・事業に反映していきます。

「SING」

問市民活動団体支援課　☎643･3274

市民政策提案上映映画 優秀提案決定

題名 提案内容 提案者（敬称略）
最
優
秀
賞

新しい形の中高生
部活動「藤枝お茶
研究部（仮）」

市内の中学生・高校生が「藤枝お茶研究部（仮）」を
発足。藤枝茶のPRを行う。 石川 麻紀

優
秀
賞

POP型バス時刻表 バスの時刻表を学生がデザインし、高齢者や外国人に
も分かりやすいイラストなどが付いた時刻表に変える。 四ッ田 侑季

ヒヤリ・ハット
マップの作成

「ヒヤリ・ハット事例集」を基に子どもや高齢者向け
のマップを作成する。 泉　明日香

優
良
賞

高齢者の
スマホ活用講座

災害時の情報収集などに便利なスマートフォンを高齢
者が活用できるよう、講習会を開催する。 森　幸裕

障害者スポーツの
体験教室

市内の小学校に障害者スポーツの選手を招き、子どもた
ちに夢や希望を持ってもらえる教室を開催する。 兵庫　快

よし

育
やす

パラリンピック競技
を体験できる教室

市内の小学校で車いすバスケやテニスなど、パラリン
ピック競技を体験できる教室を開催する。 杉本　春奈

郷土博物館・文学館の催し 問郷土博物館・文学館　☎645･1100　 644･8514
　　　　　　　　　　　 muse@city.fujieda.shizuoka.jp

文学館文学講座
「戦争はどのように受け止められたか」
対象／高校生以上　とき／12月８日㈯
午後２時～３時30分
ところ／文学館講座学習室
講師／村瀬隆彦さん（高校教諭）
定員／50人（申込順）　参加料／200円
申し込み／12月７日㈮までに、電話または 
ファクス・Ｅメールで郷土博物館・文学館へ

郷土博物館 明治維新150年特別展「藤枝発！駿河の幕末維新」
幕末三舟といわれる勝海舟・山岡鉄舟・
高橋泥

でい

舟
しゅう

や大実業家・渋沢栄一など静岡
藩の旧幕臣たちの活躍にスポットを当て
ます。併せて、明治初期に建設された宇津ノ谷の明治トンネルや藤枝
の勝草橋を紹介する画期的な仕掛けジオラマをお披露目します。
とき／11月23日㈷～平成31年１月20日㈰　午前９時～午後５時（月
曜日、12月28日㈮～平成31年１月４日㈮は休館）
ところ／郷土博物館・文学館　入館料／300円（中学生以下無料）

幕末維新講演会
対象／小学校４年生以上
とき・内容／①11月25日㈰午後２時～３時
30分…江戸無血開城、②12月２日㈰午後２
時～３時30分…旧幕臣の駿遠移住と藤枝
ところ／文学館講座学習室
講師／①岩下哲典さん（東洋大学教授）、②樋 
口雄

たけ

彦
ひこ

さん（国立歴史民俗博物館教授）
定員／各80人　受講料／300円（小・中学生100円）
申し込み／11月13日㈫から、電話またはファ
クス・Ｅメールで郷土博物館へ

明治維新150年記念歴史演劇
「龍馬を斬った男～今井信郎ものがたり」
幕末最大のミステリー「坂本龍馬
暗殺事件」の主犯格とされる今井
信郎の生涯を、演劇でお楽しみく
ださい。
とき／11月24日㈯午前11時30分～ 
正午、午後１時30分～２時
ところ／郷土博物館前広場（雨天
時は館内）
※館内開催時は入館料300円

津軽三味線弾き語り
「清水次郎長と咸

かん

臨
りん

丸
まる

事件」
清水次郎長の人情と静
岡藩役人・松岡萬

つもる

の歴
史ドラマを、お楽しみ
ください。
とき／12月９日㈰午後
２時～３時
ところ／文学館講座学習室
出演／白井勝文さん（津軽三味線奏者）
入館料／300円（中学生以下無料）
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　子どもの貧困問題をなんと
かしたいと、平成29年４月か
ら準備を始め、同年９月に「こ
ども食堂まつぼっくり」を開
所しました。子どもの未来に
向けてのコミュニケーション
の場として運営しています。
また、子育て世代の人々がさ
まざまな悩みを抱えているこ
とを感じ、人と人とが繋がる
場として子育て世代に貢献で
きていると実感しています。現在、メンバーは40人。食材
の提供、資金援助、募金箱の設置、バルーンアートや子ど
もと一緒に遊ぶレクリエーションへの協力など、地域の人
たちを含め多くの人に支えられて活動を続けています。今
後も、子どもと地域が出会い、多様な価値観の中で育って
いく場所として、温かい居場所を用意していきます。

　私たちが児童福祉に関わる中で、時代と共に家族と地域
のあり方に変化を感じています。問題になっていることは、
子どもの貧困が見えにくいこと。地域交流の減少が原因の
一つと考えられます。現在本市で実施されている４カ所の
子ども食堂が子どもを中心とした地域交流の場として、さ
まざまな子どもたちの居場所になってくれると期待してい

ます。また、本市では、見え
にくい貧困に焦点を当てた支
援についても力を注いでいき
たいと考えており、新規ＮＰ
Ｏ法人と協力して準備中で
す。子どもたちの安心安全を
支えるためには、まだまだ、
皆さんのお力が必要です。子
どもたちの明るい未来のた
め、たくさんの方のご支援ご
協力をお願いいたします。

おい わかこども食堂 こども食堂まつぼっくり 西益津子ども食堂はっぴぃ～と ごはんを食べる会

静岡の居場所
立ち上げ助成事業

各福祉財団の
助成事業

月１回程度（日曜・祝日
に不定期開催）
午前11時～午後２時

県内で居場所
（子ども食堂を含む）の
立ち上げに対しての助成。
※４～５月に公募予定

静岡県社会福祉協議会
☎254･5224

運営費など

静岡県社会福祉協議会・静
岡県共同募金組合のホー
ムページをご覧ください。

月に２～３回
午前11時30分～午後２時

毎月第３土曜日
午後５時～８時

毎月第１・３土曜
午前11時30分～午後２時30分

子ども：無料
大　人：300円 （予約制）   子ども：無料　　　　　大　人：300円

子ども：無料
大　人：300円 （先着12人）  子ども：無料　　　　　  大　人：300円

前島二
福祉センター「きすみれ」

きらら藤枝
高洲地区交流センター

西益津地区交流センター 主催者自宅
（高洲地区）

かいらハウス
☎689･1118

代表：前田
☎636･5589

西益津地区交流センター
（亀城子屋・はっぴぃ～と）

☎641･8862

代表：阿部
☎090･4263･6897

事
業
名

助
成
内
容

問
合
せ

開
催
頻
度

食
堂
名

問
合
せ

料
金

場
所

藤枝市子ども食堂
実施事業費補助金

年度ごとに10万円を
限度とする補助

子ども家庭課
☎643･3241

現在、市内には４カ所の子ども食堂があります。
開催日時、会場、予約などを確認の上、ご参加ください。市内の子ども食堂

　子ども食堂を立ち上げたい
と

考えている人に、立ち上げ費
用

や運営費などを助成します。

子ども食堂の
立ち上げを応援します

こども食堂まつぼっくり
代表　前田 りつ子さん　子ども食堂とは、子どもが１人でも安心して来られる地

域の居場所のことで、無料で子どもが食事を食べることが
できます。運営主体や内容などはさまざま。始まりは、平
成24年に東京都の「きまぐれ八百屋だんだん」の一角にで
きた子ども食堂でした。モットーは「孤食を防ぐ」こと。
子ども一人でも行ける場所が少ないことから、「この場所
はあなたが一人で来てもいい場所」「ここに居てもいいん
だよ」と、呼びかけを行いました。近年は地域交流の場と
なる子ども食堂だけではなく、学習支援などを組み合わせ
るケア付き食堂も展開されています。

　子ども食堂は、“食べるだけの場所”ではありません。み
んなで食事をしながら、たくさんのことを学べる場所です。
近年は核家族化が進み、大勢で一緒に食事を取る機会は少な
くなっています。子どもたちが地域の人などと一緒に食事を
取り、団らんの楽しさを感じて自分の子育てに活かしていく。
その機会を提供する場が子ども食堂です。子ども食堂を続け
ていくため、子どもたちに新しいことを教えるためにあなた
の力が必要です。金銭の寄付や難しいボランティアだけでな
く、食材の提供や配膳準備などできることはさまざま。興味
がある人は、子ども食堂へお問い合わせください。

核家族化や両親の共働きなどが原因で、一人で過ご
す時間の多い子どもが増えています。そんな中、子
どもたちの居場所として近年注目されている「子ど
も食堂」。現在、市内では４カ所で子ども食堂が開
催されています。子どもが一人でも気軽に使える居
場所として役立つ子ども食堂について、紹介します。
 問子ども家庭課　☎643･7227～地域で作ろう！温かい居場所～

子ども食堂とは あなたの想いが子どもを育てる

地域と子どもの架け橋として

子ども家庭課　岡村課長
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２日間で３万４千人が来場～ふじえだ産業祭を開催～	 問産業政策課　☎643･3165

官民一体で健康経営を推進～4者で連携協定を締結～	 問健康企画課　☎645･1113

November

　
10
月
27
日
・
28
日
、
県
武
道
館

で
、「
ふ
じ
え
だ
産
業
祭
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
１
０

１
団
体
１
１
７
ブ
ー
ス
が
出
展
。

市
内
の
企
業
が
持
つ
優
れ
た
技
術

や
製
品
の
紹
介
、
藤
枝
が
誇
る
農

水
産
品
・
工
業
製
品
・
加
工
品
の

展
示
・
販
売
、
交
流
都
市
の
名
産

品
販
売
な
ど
を
行
い
、
２
日
間
で

約
３
万
４
千
人
が
来
場
。
２
年
に

1
度
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
湾
の
遠え

ん

達た
つ

国
際

企
業
有
限
公
司
と
の
包
括
連
携

協
定
の
調
印
式
も
実
施
。
ま
た
、

B
i
V
i
藤
枝
周
辺
で
、
ふ
じ
え

だ
I
C
T
未
来
展
、
秋
の
コ
コ
カ

ラ
マ
ル
シ
ェ
、
安
全
安
心
フ
ェ
ア

＆
バ
ス
ス
ト
リ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
藤
枝
商
工
会
議
所
、

岡
部
町
商
工
会
、
全
国
健
康
保
険

協
会
静
岡
支
部
と
の
健
康
経
営
推

進
に
関
す
る
連
携
協
定
を
、
10
月

17
日
、
市
役
所
で
締
結
し
ま
し
た
。

　
健
康
経
営
と
は
、
企
業
や
事
業

所
の
経
営
者
が
従
業
員
の
健
康
に

配
慮
し
、
組
織
の
活
力
向
上
や
生

産
性
向
上
を
図
る
経
営
手
法
の
こ

と
。
今
後
は
、
健
康
経
営
の
セ
ミ

ナ
ー
開
催
な
ど
を
４
者
が
連
携
し

て
実
施
す
る
こ
と
で
、
市
内
の
中

小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
健
康
増

進
を
図
り
、
企
業
の
生
産
性
向
上

や
人
材
確
保
な
ど
に
つ
な
げ
ま
す
。

ま
た
、
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
な

ど
の
受
診
率
の
向
上
に
も
努
め
、

本
市
が
掲
げ
る
「
健
康
・
予
防
日

本
一
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
共

に
進
め
ま
す
。

平
成
30
年
度

　
藤
枝
市
表
彰

11
月
３
日
、
市
役
所
で
、
市
政
の
発
展
の
た

め
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
、
４
人
と
１
団

体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

岡
野
喜
九
郎
さ
ん

（
志
太
四
）

北
島
玲
子
さ
ん

（
音
羽
町
四
）藤枝21世紀の森づくりの会

多年にわたり、藤枝商工会議所
副会頭をはじめとする要職を歴任
し、会議所の体制強化や地域産業
の活性化に尽力され、市内の商工
業の振興および地域経済の発展に
大きく貢献されています。

産業振興功労

多年にわたり、民生委員・児
童委員を務められるとともに、藤
枝市民生委員・児童委員協議会監
事などの要職を歴任し、社会奉仕
の精神をもって地域福祉の担い手
として尽力され、社会福祉の向上
に大きく貢献されました。

社会福祉功労
多年にわたり、市民による森

づくりを推進し、親子野外活動や
巨樹・古木マップを活用した環境
保全啓発など多くの市民協働活動
を実施し、森づくりを通した環境
保全や地域ボランティアの活性化
に大きく貢献されています。

環境保全功労
多年にわたり、藤枝歯科医師

会会長をはじめとする要職を歴任
し、歯科医として地域医療を支え
るとともに、学校歯科医として児
童の歯の健康管理などに尽力され、
学校保健の充実と保健衛生の向上
に大きく貢献されました。

保健衛生功労

水
野　

明
さ
ん

（
水
守
二
）

自治振興功労
多年にわたり、藤枝市議会議員

として、議長をはじめとする要職
を歴任し、議会運営の円滑な推進
などに尽力され、市議会の活性化
と自治振興の発展に大きく貢献さ
れました。

市長賞など入賞11点を選出～市統計図表コンクール～	 問総務課　☎643･3818
　
市
統
計
図
表
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、

市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
43
点
の

応
募
が
あ
り
、
市
長
賞
な
ど
入
賞

作
11
点
を
選
出
し
ま
し
た
。
入
賞

者
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

市
長
賞

浦
川
吉き

っ

平ぺ
い

（
青
島
東
小
４
年
）

森
下
佑
樹
（
藤
枝
小
５
年
）

小
山
絵
里
（
藤
枝
中
３
年
）

教
育
長
賞

松
下
昇し

ょ
う

之の

佑す
け（
高
洲
南
小
４
年
）

藤
野
景ひ

ろ

士と

（
高
洲
南
小
５
年
）

戸
塚
蒼そ

う

和わ

（
大
洲
小
５
年
）

時
田
は
る
な
（
藤
枝
中
３
年
）

登
録
統
計
調
査
員
協
力
会
長
賞

青
木
孝
憲
（
高
洲
南
小
４
年
）

向む
か
さ笠
修
伍
（
葉
梨
小
５
年
）

青
野
梅
子
（
青
島
小
６
年
）

池
谷
花か

梨り
ん

（
藤
枝
中
２
年
）

最優秀賞に提坂さんら選出～グリーンカーテンコンテスト～	 問環境政策課　☎643･3183
　
夏
季
の
省
エ
ネ
行
動
を
実
践
す

る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
。
家
庭
部
門
18
件
、団
体
部
門

14
件
の
応
募
か
ら
、
入
賞
者
を
決

定
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
、順
不
同
）

家
庭
部
門　

最
優
秀
賞

・
提
坂
俊
輔

家
庭
部
門　

優
秀
賞

・
稲
澤
敏
夫　
・
塚
本
透

・
三
好
道
夫　
・
横
山
和
子

団
体
部
門　

最
優
秀
賞

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
園
芸　
こ
ん
ぴ
ら
倶
楽
部

団
体
部
門　

優
秀
賞

・
青
島
北
小
学
校　
・
藤
枝
小
学
校

・
㈱
ま
ご
こ
ろ
介
護
サ
ー
ビ
ス 

　
ま
ご
こ
ろ
で
い
藤
枝
南

・
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
水
守
店

渡

哲
朗
さ
ん

（
天
王
町
三
）

その道一筋 市技能功労者を顕彰
　10月27日、平成30年度の市技能功労者顕彰表彰式を県武道
館で行いました。長年、同一の職業に従事し、技能水準の向
上や後進の育成などに功績のあった６人を顕彰し、表彰盾を
授与しました（順不同）。
　海野彰子さん（本町二・印章彫刻師）、鈴木立

たつ

志
し

さん（岡
　部町内谷・建具職）、田原憲明さん（前島三・石工職）、内
　藤和平さん（下藪田・造園師）、藤田一さん（藤枝三・広
　告美術仕上げ技能士）、渡邊隆

たか

之
し

さん（平島・屋根職）
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市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
健
康
に
暮
ら

し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
役
割
を
担
う
税
金
。

納
め
ら
れ
る
市
税
は
、
福
祉
や
保
険
な
ど
の

社
会
保
障
、
教
育
、
ご
み
処
理
、
道
路
整
備

な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

提
供
す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

　
「
納
税
」
は
、
教
育
や
労
働
と
と
も
に
国

民
の
義
務
と
し
て
憲
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
納
期
限
ま
で
に
必
ず
税
金
を
納
め
ま

し
ょ
う
。

　

市
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
の
納
付
は
、
金
融
機
関
の
窓
口

以
外
に
次
の
納
付
方
法
が
選
べ
ま
す
。

○
口
座
振
替

　

仕
事
や
家
事
で
忙
し
い
場
合
は
、
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
納
期
限
の
前
日
ま
で

に
預
貯
金
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
期
限
に
残
高
不
足
で
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
納
期
限
か
ら
お
お
む
ね
10

日
後
に
再
度
振
替
を
行
い
ま
す
。
残
高
不
足

以
外
の
理
由
で
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
市
か
ら
「
市
税
の
納
付
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
」
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
同
封
の

納
付
書
を
使
い
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

○
延
滞
金

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
納
期
限
の
翌
日
か

ら
納
付
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
年
利

8.9
％
（
納
期
限
後
１
カ
月
は
2.6
％
）
を
乗
じ

て
計
算
し
た
延
滞
金
が
発
生
し
、
納
付
額
が

増
加
し
ま
す
。

※
延
滞
金
の
利
率
は
年
に
よ
り
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
滞
納
処
分

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
場
合
、
納
期

限
か
ら
20
日
以
内
に
督
促
状
（
手
数
料
50
円

加
算
）
を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
も
納
付
が

な
い
場
合
、
金
融
機
関
や
勤
務
先
、
取
引
先

な
ど
に
対
し
、
滞
納
者
の
財
産
調
査
を
行
い
、

調
査
結
果
に
基
づ
き
滞
納
者
の
財
産
を
差
し

押
さ
え
た
り
、
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
公
売

し
た
り
し
て
、
滞
納
し
て
い
る
税
金
に
充
て

ま
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
手
続
き
を
「
滞
納
処

分
」
と
い
い
ま
す
。

　

差
し
押
さ
え
を
す
る
と
き
に
、
事
前
に
連

絡
を
し
た
り
、
同
意
を
得
た
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
滞
納
者
の
了
解
な
く

自
宅
な
ど
を
捜
索
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

︻
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
る
財
産
の
一
例
︼

債　

権
…
預
・
貯
金
、給
与
、年
金
、生
命
保
険
、 

売
掛
金
、国
税
還
付
金
、賃
料
な
ど

動　

産
…
絵
画
、
軽
自
動
車
、
貴
金
属
な
ど

不
動
産
…
土
地
、
建
物
な
ど

※
滞
納
し
て
い
る
期
間
や
滞
納
額
の
多
少
に

か
か
わ
ら
ず
、
調
査
し
て
財
産
が
あ
れ
ば
、

滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

社会を支えるあなたの税金
～滞納整理の強化に取り組んでいます～

市では、市税を納期限内に納めていただいている人との公平性を確保するため、11月と12月を「滞
納整理強化月間」とし、県や県内他市町と協力連携し、差し押さえなどの滞納整理を強化してい
ます。	 問納税課　☎643·3122

あ
な
た
の
税
金
は

社
会
を
支
え
る
た
め
の
財
源

納
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
…

利
用
し
や
す
い
納
付
方
法
を

お
選
び
く
だ
さ
い

︻
申
し
込
み
方
法
︼

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
市
内
の
各

金
融
機
関
に
備
え
付
け
の
「
市
税
等
口
座
振

替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
、

各
金
融
機
関
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
依
頼
書
が
毎
月
15
日
ま
で
に
市
役
所
に
到

着
し
た
分
は
翌
月
か
ら
、
16
日
以
降
に
到
着

し
た
分
は
翌
々
月
か
ら
の
振
替
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

○
コ
ン
ビ
ニ
納
付

　

納
期
限
内
の
納
付
書
で

あ
れ
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
（
以
下
コ
ン
ビ

ニ
）
で
24
時
間
３
６
５
日
い
つ
で
も
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
金
額
を
訂
正
し
た
も
の
や
バ
ー
コ
ー
ド
の

印
字
が
無
い
も
の
、
納
付
書
1
枚
の
金
額

が
30
万
円
を
超
え
る
も
の
は
、
コ
ン
ビ
ニ

で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　

納
期
限
内
で
あ
れ
ば
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
使
っ
て
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
納
付
書
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
ご
用

意
の
う
え
、
ヤ
フ
ー
公
金
支
払
い
へ
ア
ク
セ

ス
し
、
藤
枝
市
を
選
択
し
た
ら
、
画
面
の
指

示
に
従
っ
て
情
報
の
入
力
と
確
認
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
納
付
額
に
応
じ
た
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
窓
口
や
店

頭
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払

い
は
で
き
ま
せ
ん
。
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「
借
金
の
返
済
や
他
の
支
払
が
あ
る
」
こ

と
は
納
税
で
き
な
い
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

や
む
を
得
ず
納
期
ま
で
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
に
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
分
割
納
付
な
ど
、
完
納
に

向
け
て
納
税
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
日
の
昼
間
に
来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

夜
間
の
納
税
相
談
や
支
払
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

︻
夜
間
納
税
相
談
・
支
払
窓
口
︼

と
き
／
毎
週
木
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

早
め
の
納
税
相
談
を

　

市
税
を
一
度
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
１
年
以
内
に
限

り
、
財
産
の
換
価
（
差
し
押
さ
え
た
財
産
を

金
銭
に
換
え
る
こ
と
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

場
合
は
、
換
価
の
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

⑴
市
税
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
事

業
の
継
続
ま
た
は
生
活
の
維
持
を
困
難
に

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

⑵
納
税
に
つ
い
て
誠
実
な
意
志
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と

⑶
換
価
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
市
税
以

外
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑷
納
付
す
べ
き
市
税
の
納
期
限
か
ら
６
カ
月

以
内
に
申
請
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

⑸
原
則
と
し
て
、
担
保
の
提
供
が
あ
る
こ
と

項　目 件　数 内　容
預・貯金 293件 預・貯金、定期預金

不 動 産 2件 土地や住宅など

生命保険 66件 解約返戻金、一時金など

給 　 与 42件 差し押さえ可能額

年 　 金 20件 差し押さえ可能額

そ の 他 5件 動産など

合　計 428件

平成30年度上半期差し押さえ実績

Q
う
っ
か
り
し
て
市
税
の
納
期
限
が
過

ぎ
て
い
た
。
今
持
っ
て
い
る
納
付
書

で
納
め
ら
れ
る
か
？

A
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
書
裏
面
に

記
載
の
金
融
機
関
や
市
役
所
で
納
め

ら
れ
ま
す
。
な
お
、
納
期
限
後
は
コ

ン
ビ
ニ
や
各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で

は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
督
促

手
数
料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

Q
勝
手
に
個
人
の
口
座
を
調
べ
ら
れ
、

預
金
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
。
個
人

の
財
産
の
調
査
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
で
は
？

A
滞
納
す
る
と
、法
律
（
国
税
徴
収
法
）

に
基
づ
き
す
べ
て
の
財
産
に
対
す
る

調
査
権
限
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
権

限
に
よ
っ
て
、
調
査
を
受
け
る
勤
務

先
の
事
業
所
や
金
融
機
関
な
ど
は
調

査
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
、
個
人
情
報
保
護
法
に
は

抵
触
し
ま
せ
ん
。

～ 税を考える週間 ～

　11月11日㈰から17日㈯までは、「税を考
える週間」です。本年度のテーマは「くら
しを支える税」。市では、
適正・公平な課税と徴収
の実現に向けた、情報発
信や啓発活動を実施して
います。あなたも、この
機会に、税の役割につい
て考えてみませんか。

申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予

納期限経過：市税の滞納発生 （延滞金の計算が始まる）

完納

計画的に納付※

納税相談

納付催告
（文書や電話で納付を促す）

市税滞納から完納までの流れ

督促状送付（１期につき50円を加算）
（納期限後20日以内に送付）

納
付

納
付

す
る

す
る

し
な
い

滞
納
処
分

の
範
囲

財産の差し押さえ・換価

滞納市税へ充当

※計画的に納付していても、差し押さえ可能な財産があれば、
　差し押さえの対象となります。

し
な
い

財産調査
預・貯金
給与
年金
不動産
生命保険
　　　など

除
く
）
午
後
５
時
15
分
〜
７
時

と
こ
ろ
／
納
税
課
（
市
役
所
西
館
2
階
）　

※
予
約
は
不
要
で
す
。

税
の
滞
納 

Ｑ 

＆ 

A
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藤枝市役所
〒426-8722
藤枝市岡出山一丁目11番１号
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情報 ファイル年
末
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

早
め
の
申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。

受
け
取
り
ま
で
の
日
数

交
付
ま
で
の
日
数
は
、
申
請
日
を
含

み
約
10
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
・
休

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
以
降
で
す
。

年
内
（
12
月
28
日
㈮
）
の
受
け
取
り

を
希
望
す
る
場
合
は
、
12
月
18
日
㈫

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

奨
学
金
に
関
す
る
相
談
に
、
司
法
書

士
な
ど
が
応
じ
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
30
日
㈮
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

問
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず

お
か 

☎
２
７
３
・
３
７
２
５

11
月
９
日
㈮
〜
15
日
㈭
は
、
全
国
一

斉
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。

各
家
庭
で
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
設
置

し
て
い
な
い
家
庭
は
必
ず
設
置
し
、

設
置
済
み
の
住
宅
で
も
正
常
に
動
く

か
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
消
防
職
員
や
消
防
団
員
、
市
職
員

が
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
を
訪

問
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
志
太
消
防
本
部
予
防
課

 

☎
６
２
３
・
０
１
１
９

11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は
、「
犯
罪

被
害
者
週
間
」
で
す
。
警
察
で
は
、

被
害
者
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
内
容
／
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
犯
罪

被
害
者
給
付
制
度
な
ど

問
藤
枝
警
察
署
警
務
課

 

☎
６
４
１
・
０
１
１
０

児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
児
童
相

談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。「
未
来
へ
と
命

を
繋つ

な

ぐ
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）」

問
子
ど
も
家
庭
課

 
☎
６
４
３
・
７
２
２
７

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は
お
早
め
に

奨
学
金
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間

▼
対
象
／
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
平
成
31
年
３

月
ま
で
に
人
間
ド
ッ
ク
や
脳
ド
ッ
ク

を
受
診
す
る
人　
▼
申
請
方
法
／
医

療
機
関
に
予
約
し
た
上
で
、
12
月
28

お
知
ら
せ

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
補
助

広報ふじえだ10月20日号９ページの「しまだ・ふじえだITジュニアキャンプ」の記事について、
誤りがありました。お詫びして訂正します。
（誤）藤枝市の委託事業です。　→　（正）藤枝市と島田市の連携事業です。

お詫びと訂正

※
渡
航
先
に
よ
り
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に

一
定
の
残
存
有
効
期
限
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

確
認
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間
／
月
曜
〜
金
曜
日
（
祝

日・年
末
年
始
を
除
く
）午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分

※
交
付
の
み
土
曜
日
（
祝
日
・
年
末

年
始
は
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分
に
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
市
民
課 

☎
６
４
３
・
３
１
２
３

日
㈮
ま
で
に
直
接
、
市
役
所
ま
た
は

岡
部
支
所
で
申
請

※
申
請
や
予
約
が
１
月
以
降
に
な
る

と
、
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
国
保
年
金
課

 

☎
６
４
３
・
３
３
０
７

税に関する作品 入賞者
問納税課　☎643･3332

作文の部（敬称略）
国税庁
長官賞 原　　美

み

羽
う

（青島中３年）
静岡県納税貯蓄組合連合会
優秀賞 服部　央

ひろ

歩
む

（高洲中３年）
優秀賞 波平妃

き

美
み

絵
え

（西益津中３年）
藤枝税務署
署長賞 松本　心

こ

花
はな

（高洲中３年）
 大関　陽菜（西益津中３年）
静岡県藤枝財務事務所
所長賞 宮﨑　智

ち

大
ひろ

（青島中３年）
東海税理士会藤枝支部
支部長賞 飯塚　涼子（青島中３年）
藤枝税務署管内納税貯蓄組合連合会
会長賞 佐久間梨帆（高洲中３年）
 石上すみれ（葉梨中３年）
 北濱和香子（青島北中３年）

 奥田　夏帆（青島中３年）
 鈴木ゆいか（青島中３年）
 村越　　紬

つむぎ

（青島中３年）
 平出　心

ここ

愛
あ

（青島中３年）
 大石　　舞（青島中３年）
習字の部（敬称略）
東海地区納税貯蓄組合連合会
会長賞 竹内　龍都（青島小６年）
静岡県納税貯蓄組合連合会
会長賞 望月　莉歩（大洲小６年）
優秀賞 西田　亜

あ

香
こ

（青島小６年）
静岡県藤枝財務事務所
所長賞 稲岡　夢乃（岡部小６年）
藤枝税務署管内納税貯蓄組合連合会
会長賞 田中　響子（青島東小６年）
 安本　乙葉（岡部小６年）
 土山陽菜乃（青島東小６年）

ポスターの部（敬称略）
静岡県納税貯蓄組合連合会
会長賞 佐藤　知

とも

音
ね

（藤枝中央小６年）
入　選 池野　凜汰（藤枝小６年）
静岡県藤枝財務事務所
所長賞 寺岡伶

れ

央
お

菜
な

（青島小６年）
藤枝税務署管内納税貯蓄組合連合会
会長賞 秋山　新太（広幡小６年）
 中島　遥

はる

葵
き

（藤枝小６年）
 寺田ゆりな（藤枝小６年）
 前川　美結（藤岡小６年）

入賞作品は、11月12日㈪午後１
時から16日㈮午後３時まで市役
所ロビーに、11月21日㈬午後３
時から表彰式終了まで藤枝地区交
流センターに展示します。

冬
季
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
ま

す
。
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
急
性

胃
腸
炎
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
調
理

の
際
に
は
、
し
っ
か
り
手
を
洗
い
、

食
品
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加
熱

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
普
段
か
ら
２

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

広報ふじえだ10月20日号７ページの「平成29年度決算を認定～市議会９月定例会～」の記事
について、誤りがありました。お詫びして訂正します。
（誤）22議案　→　（正）23議案

お詫びと訂正

【市人権擁護委員会表彰】

教育長賞
中川結

ゆう

陽
ひ

（藤枝北高１年）

市人権擁護委員会長賞
栗田埜

の

々
の

花
か

（西益津小６年）

市長賞
望月保乃花
（藤枝中１年）

【静岡人権擁護委員協議会表彰】

最優秀賞
前田みずほ

（西益津小６年）

優秀賞
柴田桃花

（藤枝北高１年）

優秀賞
田中　雅

（藤枝中１年）

人権啓発ポスターコンテスト
　ポスターコンテストには、市内の小学生から高校生まで、391人から応募がありました。審査の結果、次の入賞作が
決定しました（敬称略）。入賞作品は、12月１日㈯から12月５日㈬に、市役所ロビーに展示します。

人権啓発ポスターコンテスト入賞作
問市民相談センター　☎643･3318

度
手
洗
い
し
、
よ
く
手
を
触
れ
る
場

所
、
調
理
器
具
、
患
者
の
便
や
お
う

吐
物
を
処
理
し
た
後
は
、
塩
素
系
消

毒
剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

問
県
中
部
保
健
所
衛
生
薬
務
課

 

☎
６
４
４
・
９
２
８
３

①
県
農
林
水
産
業
災
害
対
策
資
金

被
害
を
受
け
た
農
業
者
に
、
農
業
経

営
運
転
資
金
や
生
活
維
持
に
必
要
な

資
金
を
融
資
し
ま
す
。

※
対
象
要
件
や
融
資
条
件
な
ど
詳
し

く
は
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
各
支
店
に

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
／
12
月
28
日
㈮
ま
で

②
農
業
被
害
に
対
す
る
各
種
補
助
金

現
在
、
国
で
台
風
被
害
へ
の
補
助
制

度
を
検
討
中
で
す
。
補
助
金
申
請
は
、

市
を
通
じ
て
行
い
ま
す
の
で
、
補
助

金
を
希
望
す
る
場
合
は
、
至
急
農
林

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課 

☎
６
４
３
・
３
２
６
６

台
風
24
号
で
被
害
を
受
け

た
農
業
者
の
皆
さ
ん
へ

▼
対
象
／
小
学
校
３
・
４
年
生　

▼
と
き
／
12
月
８
日
㈯
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　
▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー　

▼
定
員
／
30
人
（
抽

選
）　
▼
参
加
料
／
無
料　
▼
申
し

込
み
／
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
生
涯
学
習
課
へ

 

☎
６
３
１
・
７
１
１
１

わ
く
わ
く
科
学
教
室「
ス
ポ
ー

ツ
で
科
学
を
学
ぼ
う
！
」

募

集

▼
対
象
／
小
学
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）　
▼
と
き
／
12
月

１
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１

エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

時　
▼
と
こ
ろ
／
藤
枝
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー　
▼
内
容
／
冬
野
菜
を
使
っ

た
お
も
て
な
し
中
華
作
り　

▼
定

員
／
20
人
（
申
込
順
）　

▼
参
加

料
／
50
円　
▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
筆
記
用
具
、
手
拭
き
タ
オ

ル　
▼
申
し
込
み
／
11
月
９
日
㈮
〜

11
月
22
日
㈭
に
、電
話
で
環
境
政
策
課

へ　

 

☎
６
４
３
・
３
１
８
３

※
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

か
ま
ど
で
も
ち
米
を
蒸
し
、
臼
と
杵

を
使
っ
て
、
昔
な
が
ら
の
本
格
的
な

餅
つ
き
を
体
験
し
ま
す
。

▼
と
き
／
12
月
９
日
㈰
午
前
８
時
45

分
〜
午
後
０
時
30
分
（
荒
天
中
止
）　

▼
と
こ
ろ
／
田
舎
暮
ら
し
体
験
施
設

や
ま
あ
い
（
集
合
：
藤
の
瀬
会
館
）　

▼
定
員
／
15
人
（
申
込
順
）　
▼
参

や
ま
あ
い
体
験
企
画

「
餅
つ
き
体
験
」

加
料
／
千
円　
▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ

ン
、三
角
巾
、手
拭
き
タ
オ
ル　
▼
申

し
込
み
／
11
月
13
日
㈫
〜
12
月
６ 

日
㈭
に
、
電
話
で
中
山
間
地
域
推
進

課
へ 

☎
６
３
９
・
０
１
２
０

▼
対
象
／
平
成
27
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
28
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
平

成
31
年
度
に
児
童
発
達
支
援
の
利
用

を
週
５
日
程
度
希
望
す
る
子　
▼
と

き
／
11
月
15
日
㈭
か
ら　
▼
申
請
方

法
／
事
前
に
電
話
連
絡
を
し
た
上
で
、

直
接
、
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

へ 

☎
６
６
７
・
３
９
８
８

平
成
31
年
度
就
学
前
児
童
の
通

所
受
給
者
証
の
申
請
受
付
開
始

▼
と
き
／
12
月
９
日
㈰
午
前
９
時
〜

11
時
30
分
（
受
付
：
午
前
８
時
30

分
〜
）　
▼
と
こ
ろ
／
志
太
医
師
会

館　
▼
テ
ー
マ
／「
平
穏
な
最
期
を

迎
え
る
た
め
に
〜
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

か
ら
考
え
る
〜
」　
▼
定
員
／
１
５

０
人
（
申
込
順
）　
▼
参
加
料
／
無

料　
▼
申
し
込
み
／
11
月
30
日
㈮
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
志
太
医
師
会
在
宅
医
療
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ

 

☎
６
２
５
・
７
０
７
２

 

６
４
６
・
１
１
７
６

zaitaku.shida@
gm
ail.com

第
７
回 

医
療
・
介
護
・
福

祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８
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蓮華寺池公園
イルミネーション

問花と緑の課　☎643･3487

「水辺のハー
モニー」を
テーマに、
蓮華寺池公
園をライト
アップ。植
栽、時計台、藤棚などが光で彩られ
ます。
期間／11月17日㈯～平成31年２月
14日㈭　いずれも午後５時～９時
ところ／蓮華寺池公園プロムナード
園路および第二駐車場藤棚
点灯式
とき／11月17日㈯午後５時30分～
６時

内容／イベント、カウントダウンなど

パブリックコメントの実施

対象／市内に住んでいるか、通勤・通学している人、本市に納税義務がある
人、市内に事務所または事業所を有する人、本事案に利害関係がある人
公表場所／環境政策課（①のみ）、子ども家庭課（②のみ）、行政情報コーナー、
岡部支所、文化センター、各地区交流センター
意見提出方法／①11月22日㈭～12月17日㈪、②11月26日㈪～12月25日㈫に、
各公表場所に備え付けの意見書に必要事項を記入し、直接または、ファク
ス・Ｅメール・郵送で各担当課へ
※市ホームページからの電子申請も可能です。

①自然環境等と再生可能エネルギー発電事業との調和に関する条例案要綱
問環境政策課　☎643･3183　 631･9083
kankyoseisaku@city.fujieda.shizuoka.jp
〒426‒0026市内岡出山2‒15‒25

②藤枝市配偶者等からの暴力防止及び被害者支援に関する基本計画
　（第２次藤枝市DV防止基本計画）
問子ども家庭課　☎643･7227　 643･3620
kodomo@city.fujieda.shizuoka.jp
〒426‒8722市内岡出山1‒11‒1

大旅籠柏屋の催し
問大旅籠柏屋　☎667･0018

「立体書画」市民文化祭出品作品展
文字や絵を木材のキャンバスに浮き上がらせた立体書画作品をお
楽しみください。
とき／11月13日㈫～22日㈭　午前９時～午後５時（11月19日㈪は休館）
ところ／大

おお

旅
は た ご

籠柏
かしば

屋
や

ギャラリーなまこ壁
※11月17日㈯・18日㈰の午前９時30分～午後４時は、立体書画
の実演を行います。
柏屋アートナイト
期間／11月23日㈷～12月16日㈰　いずれも土・日曜日、祝日　午
後５時～９時（光のアート展は午後８時まで）
ところ／岡部宿大旅籠柏屋・内野本陣史跡広場
宿場の竹あかりイルミネーション
点灯式／11月23日㈷午後５時30分～６時

光のアート展
内容／映像作品や市内のアーティストによる光のアート作品、
藤岡幼稚園の園児の作品を展示します。

「まちゼミ」とは？
店主などが講師となり、プロならではの「コ
ツ」や「知識」を無料で教えてくれる少人数の
ゼミナールです。お店のこだわりや魅力を市民
に知ってもらい、お店のファンづくりを目指し
ませんか。
対象／市内でお店を営んでいる人または事業所
とき／①11月28日㈬午後７時～９時、②11月
29日㈭午前10時～正午

ところ／産学官連携推進センター（BiVi藤枝内）
講師／①松井洋一郎さん（岡崎まちゼミの会代表）、 
②曽根克則さん（ふじえだまちゼミの会代表）

定員／各50人
申し込み／11月22日㈭までに、電話またはＥ
メールで商業観光課へ

　 sho-kan@city.fujieda.shizuoka.jp

「ふじえだまちゼミ」
参加希望店説明会

問商業観光課　☎643･3078

催

し

▼
と
き
／
11
月
25
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
お

れ
っ
ぷ
大
久
保
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
場
・

キ
ャ
ン
プ
場　
▼
内
容
／
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
無
料
、
餅
つ
き
、
し
い
た
け
汁

サ
ー
ビ
ス
（
午
前
10
時
か
ら
。
先
着

１
０
０
人
）、
ピ
ザ
焼
き
体
験
（
要

予
約
）、
ジ
ャ
ン
ボ
串
焼
き
・
当
日

限
定
の
あ
き
コ
ロ
な
ど
の
大
久
保
グ

ル
メ
販
売
ほ
か　
▼
入
場
料
／
無
料

問
お
れ
っ
ぷ
大
久
保
キ
ャ
ン
プ
場

 

☎
６
３
１
・
２
２
２
７

大
久
保
お
お
た
む
ま
つ
り

▼
と
き
／
11
月
17
日
㈯
午
後
１
時
〜

３
時　
▼
受
付
場
所
／
総
合
運
動
公

園
サ
ッ
カ
ー
場
正
面
広
場
「
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
招
待
受
付
ブ
ー
ス
」　
▼
対

戦
相
手
／
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ

Ｃ　
▼
持
ち
物
／
運
転
免
許
証
、生
徒

手
帳
な
ど
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の

問
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
推
進
課

 

☎
６
４
３
・
３
１
３
８

藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
戦

市
民
無
料
招
待

▼
対
象
／
糖
尿
病
患
者
と
そ
の
家
族　

 

▼
と
き
／
12
月
６
日
㈭
午
後
４
時
〜

５
時　
▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院

２
階
講
堂　
▼
講
師
／
藁
科
美み

彩さ

・

管
理
栄
養
士　
▼
演
題
／
食
事
療
法

▼
と
き
／
11
月
21
日
㈬
午
後
７
時
〜

８
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病

院
２
階
講
堂　

▼
講
師
／
塚
本
穂

波
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
師　

▼
演
題
／
誤
え
ん
性
肺
炎
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に　
▼
参
加
料
／
無
料

問
病
院
総
務
課

 

☎
６
４
６
・
１
１
３
３

▼
と
き
／
11
月
23
日
㈷
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
30
分
（
正
午
〜
午
後
１
時

市
民
糖
尿
病
教
室

市
民
公
開
講
座

あ
つ
ま
れ
！
ふ
し
ぎ
ひ
ろ
ば

▼
対
象
／
働
く
こ
と
に
戸
惑
い
の
あ

る
概
ね
40
歳
以
下
の
若
者
、
そ
の
保

護
者
・
家
族
な
ど　
▼
と
き
／
11
月

25
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30

分
（
個
別
相
談
は
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分
）　
▼
と
こ
ろ
／
市
役
所 

大
会
議
室　
▼
内
容
／
津つ

富と
み

宏ひ
ろ
しさ

ん 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
少
年
就
労
支
援
ネ
ッ 

ト
ワ
ー
ク
静
岡
理
事
長
）
の
講
演
、

体
験
発
表
、
個
別
相
談　

▼
参
加

料
／
無
料　
▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具

問
商
業
観
光
課

 

☎
６
４
３
・
３
０
７
８

雑
貨
、
洋
菓
子
、
カ
フ
ェ
な
ど
県
内

の
人
気
店
が
藤
枝
に
大
集
合
し
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
18
日
㈰
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

▼
と
こ

ろ
／
藤
枝
駅
南
通
り

問
㈱
ま
ち
づ
く
り
藤
枝

 

☎
６
４
５
・
１
５
５
５

親
と
若
者
の
就
労
支
援
セ

ミ
ナ
ー
＆
相
談
会

て
～
し
ゃ
ば
ス
ト
リ
ー
ト

「
ボ
ン
マ
ル
シ
ェ
フ
ジ
エ
ダ
」

は
休
憩
）　
▼
と
こ
ろ
／
静
岡
科
学

館
る
・
く
・
る
（
静
岡
市
駿
河
区
）　

▼
内
容
／
県
中
部
の
博
物
館
・
学
校

な
ど
に
よ
る
、
実
験
や
工
作　
▼
入

館
料
／
５
１
０
円
（
小
・
中
学
生
１

２
０
円
。
未
就
学
児
無
料
）

※
小
・
中
学
生
は
、
チ
ラ
シ
持
参
で

入
館
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

問
静
岡
科
学
館
る
・
く
・
る

 

☎
２
８
４
・
６
９
６
０

の
基
本
と
年
末
年
始
の
食
事
管
理
〜

自
分
の
食
事
を
見
直
そ
う
〜　
▼
参

加
料
／
無
料

問
地
域
医
療
連
携
室

 

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
で
す
。

▼
と
き
／
11
月
30
日
㈮
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　
▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
３

０
２
会
議
室　
▼
相
談
料
／
無
料

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

 

☎
６
４
３
・
３
３
１
８

特
設
人
権
相
談

募

集

▼
と
き
／
12
月
９
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
陶
芸
セ
ン
タ
ー　
▼
定

員
／
各
20
人
（
申
込
順
）　
▼
参
加

料
／
２
５
０
０
円　
▼
持
ち
物
／
手

拭
き
タ
オ
ル
、
汚
れ
て
も
い
い
服
装　

▼
申
し
込
み
／
12
月
８
日
㈯
ま
で
に
、

電
話
で
陶
芸
セ
ン
タ
ー
へ

 

☎
６
３
９
・
０
１
４
８

陶
器
の
干
支
「
い
の
し
し
」

作
り
教
室

▼
対
象
／
小
学
校
４
年
生
以
上
で
身 

長
１
３
０
㎝
以
上
の
人　
▼
と
き
／ 

11
月
26
日
㈪
・
28
日
㈬　
午
後
３
時
〜

５
時　

▼
と
こ
ろ
／
食
メ
デ
ィ
ア

ラ
ボ
（
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ
藤
枝
内
）　
▼
内

容
／
市
内
の
農
産
物
を
使
用
し
た
料

地
産
地
消
料
理
教
室

オ
メ
ガ–

３
で
美
肌
作
り

市
発
注
の
簡
易
な
修
繕・修
理
等（
見

積
金
額
が
50
万
円
以
下
）
の
受
注
を

希
望
す
る
事
業
者
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
／
直
接
ま
た
は
郵
送
で 

〒
426‒

8722
市
内
岡
出
山
１‒

11‒

１
契
約 

検
査
課
へ 

☎
６
４
３
・
３
２
４
９

小
規
模
修
繕
等
参
加
登
録

理
レ
ッ
ス
ン
、
試
食　
▼
定
員
／
各

５
人
（
申
込
順
）　
▼
参
加
料
／
８

０
０
円　
▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、

ハ
ン
ド
タ
オ
ル　
▼
申

し
込
み
／
電
話
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
食
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
へ

問
Ａ
Ｂ
Ｃ
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

 

☎
６
３
４
・
３
９
１
１

http://bit.ly/2x3Q
0M
M

成
功
し
て
い
る
農
家
は
何
が
違
う
の

か
。
専
門
家
が
解
説
し
ま
す
。

▼
と
き
／
12
月
17
日
㈪
午
後
７
時
〜

９
時　
▼
と
こ
ろ
／
産
学
官
連
携
推

進
セ
ン
タ
ー　
▼
講
師
／
岩
﨑
邦
彦

さ
ん（
静
岡
県
立
大
学
教
授
）　
▼
定

員
／
50
人
（
申
込
順
）　

▼
参
加

料
／
無
料　
▼
申
し
込
み
／
12
月
14

日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
農
林
課
へ

 

☎
６
４
３
・
３
２
６
６

 

６
３
１
・
９
０
８
１

norin@
city.fujieda.shizuoka.jp

▼
と
き
／
12
月
９
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー　

▼
講
師
／
ド
ナ
ル

ド
・
リ
ィ
ー
ユ
ー
さ
ん
（
英
語
講

師
）　

▼
定
員
／
20
人
（
申
込
順
）　

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

カ
ナ
ダ
の
お
菓
子
づ
く
り

▼
と
き
／
12
月
18
日
㈫
午
後
１
時
30

分
〜
３
時　
▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
大

会
議
室　

▼
講
師
／
池
谷
て
る
代

さ
ん
（
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）　

▼
定
員
／
80
人
（
申
込
順
）　
▼
受

講
料
／
無
料　
▼
申
し
込
み
／
11
月

12
日
㈪
か
ら
、
電
話
で
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ 

☎
６
４
３
・
３
３
４
５

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

通
勤
し
て
い
る
人　
▼
と
き
／
12
月

５
日・19
日
、
平
成
31
年
１
月
９
日・

23
日
、２
月
６
日・20
日
、３
月
６
日・

20
日
い
ず
れ
も
水
曜
日
午
前
９
時
30

分
〜
11
時　
▼
と
こ
ろ
／
サ
ン
ラ
イ

フ
藤
枝　

▼
講
師
／
な
か
ち
ゃ
ん

（
コ
メ
デ
ィ
ー
マ
ジ
シ
ャ
ン
）　
▼
定

員
／
20
人
（
申
込
順
）　

▼
受
講

料
／
５
千
円
（
全
８
回
。
別
途
ト
ラ

ン
プ
代
千
円
）　
▼
申
し
込
み
／
11

月
13
日
㈫
〜
30
日
㈮
に
、
直
接
ま
た

は
電
話
で
サ
ン
ラ
イ
フ
藤
枝
へ

 

☎
６
４
４
・
３
０
１
２

カ
ー
ド
マ
ジ
ッ
ク
入
門
講
座

消
費
者
講
座「
お
金
の
終
活
〜
早
め

に
備
え
て
お
き
た
い
安
心
生
活
〜
」

▼
参
加
料
／
８
０
０
円　
▼
申
し
込

み
／
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
直
接
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
市
国

際
友
好
協
会
へ

 

☎
２
７
０
・
３
２
３
２

 

６
４
６
・
３
３
３
０

fifs1984@
cup.ocn.ne.jp



まちかどファイル「まちかどファイル」は、市民から市民への情報コーナーです。
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対象／市内に住んでいるか、通勤している人
申し込み／11月17日㈯（必着）までに、ハガキまたはファクス・
Ｅメールに教室名・住所・氏名（フリガナ）・年齢・性別・電
話番号を記入し、〒426‒0033市内小石川町4‒1‒11サンライフ
藤枝へ　 644･7931　 info@sunlife-fujieda.com

•携帯メールでの申し込みはできません。
•申し込み多数の場合は抽選となります。
•申し込み人数が少ない場合は開講しないことがあります。
•申し込み後の受講料の返還や受講生の変更はできません。
•子ども連れでの受講はできません。

※★はヨガマット持参。

期間／１月～３月（全８～10回。●印は全20回)
受講料／3,500円～5,000円
申し込み／受講料を持って、12月４日㈫の受付時間に、直接、市
民体育館へ

※定員になり次第、受け付けを終了。定員に満たない教室は、12

月７日㈮午後５時まで受け付け。
※教室の変更は、各開講日の１週間前まで受け付け。
※定員に満たない教室は開講しないことがあります。
※受講料・定員など詳しくは、市体育協会ホームページをご覧に
なるか、お問い合わせください。

身体を動かそう！フィットネス系講座
教室名 曜日 回 時間 定員 受講料

初めてエクササイズ 火 12 10：00～11：30 40 7,000円
リラクゼーション＆スト
レッチヨガ⑴ ★ 火 12 10：30～11：40 20 7,500円

リラクゼーション＆スト
レッチヨガ⑵ ★ 火 12 13：15～14：25 20 7,500円

やさしい気功教室 火 12 13：00～14：30 30 7,000円
脂肪燃焼ヨガ⑵ ★ 火 12 19：35～20：45 20 7,500円
脂肪燃焼ヨガ⑶ ★ 水 12 19：35～20：45 20 7,500円
気がるに太極拳 火 12 19：00～20：30 30 7,000円
交流を楽しむ卓球教室
（ラージボール） 水 12 9：00～10：30 25 7,500円

ハワイアン・フラダンス教室 水 12 10：00～11：30 25 10,000円
シニア体操（60才以上） 水 12 11：00～12：00 30 7,500円
DISCO WORLD
（アファ ディスコ） 木 12 19：15～20：15 30 7,000円

骨盤修正＆ダイエットヨガ⑴ ★ 木 12 18：15～19：25 40 7,500円
骨盤修正＆ダイエットヨガ⑵ ★ 木 12 19：35～20：45 40 7,500円
骨盤修正＆ダイエットヨガ⑶ ★ 金 12 19：30～20：40 40 7,500円
ボディメイキング 金 12 10：00～11：30 40 7,000円
ZUMBA（ズンバ） 金 12 15：15～16：15 40 7,000円
パワーアップ体幹 土 4 9：30～11：00 30 5,000円

楽しく学ぼう！文化系講座
教室名 曜日 回 時間 定員 受講料

はじめての英会話教室（初級） 火 10 9：15～10：30 20 7,000
楽しい英会話教室（初上級） 火 10 10：45～12：00 20 7,000
楽しく学ぶ韓国語（初級） 水 12 19：00～20：20 20 10,500
大人の小筆教室（初心者不可） 木 8 9：30～11：30 20 5,500
楽しい着付教室⑴ 木 8 9：30～11：30 20 5,500
楽しい着付教室⑵ 木 8 14：00～16：00 20 5,500
基礎から学ぶペン習字（入門） 金 8 9：30～11：30 20 5,500
楽しい囲碁・初段を目指して 金 10 13：00～15：00 20 5,500
プリザーブドフラワー教室 金 4 9：30～11：30 20 5,000
季節を楽しむ茶道教室（裏千家） 金 10 13：30～16：30 15 7,500

受付時間：午前９時30分～11時30分
教室名 対象 曜日 時間

Fun English（英会話） 小学校１～３年生 水 16：30～17：30
HIP HOP KIDS（入門） 小学生（初心者） 月 16：30～17：30
HIP HOP KIDS（初級） 小学生（経験者） 月 17：45～18：45
親子遊び ２・３歳の子と

その保護者１人
火 10：50～11：50

英語であそぼ 金 10：30～11：30
幼児スポーツＡ 年少児 月

15：00～16：00幼児スポーツＢ 年長児 火
幼児スポーツＣ 年中児 木
幼児スポーツＤ 年中児 月 16：15～17：15
ジュニアスポーツＡ 小学生 火 16：45～17：45
ジュニアスポーツＢ 小学生（運動の苦手な子も可） 木 16：45～17：45
キッズサッカー 年中・年長児 水 15：30～16：30
卓球Ａ（中級者） 一般男女 月 10：00～11：30
卓球Ｂ（初心・初級者） 水 10：00～11：30
DISCO WORLD 一般男女 火 9：30～10：30
U-JAM FITNESS 一般男女 火 10：45～11：45

受付時間：午後１時30分～３時30分
教室名 対象 曜日 時間

女性体操Ａ
一般女性

月
9：30～10：30女性体操Ｂ 火

女性体操Ｃ 木
リフレッシュ体操 50歳以上の男女 月 13：30～14：30さわやか体操 60歳以上の男女 木
やさしいピラティス 一般女性 月 9：30～10：30
エンジョイエアロ 10：45～11：45
太極拳 一般男女 火 10：00～11：30
ヨガ（男性は２人１組で申込） 一般男女 木 10：00～11：30
フラダンスＡ（入門） 一般男女 木 13：15～14：15
フラダンスＢ 14：30～15：30
ダンススポーツ入門・初級 一般男女 金 13：15～14：15
ダンススポーツ中級 14：30～15：30
ZUMBA 一般男女 木 10：45～11：45
DANCE IT OUT 一般男女 火 13：30～14：30

受付時間：午後６時30分～７時30分
教室名 対象 曜日 時間 教室名 対象 曜日 時間

ソフトテニス
一般男女

（中学生以上）

月 19：30～20：50 太極舞 一般男女 火 19：30～20：30
卓球（夜） 火 19：15～20：45 ダンススポーツ入門・初級 一般男女 水 18：45～19：45
生涯スポーツ（バドミントン） 水 19：30～20：50 ダンススポーツ中級 19：50～20：50
ビューティーピラティス 一般男女 金 19：30～20：30 バレーボール教室 小学校３年生～中学生 木 19：00～20：30●少林寺拳法Ａ（初心者） 小・中学生 火・木 18：30～19：30 一般女性
●剣道（初心者） 小・中学生 月・木 18：00～19：00 ●柔道（初心者） 小学生以上 木・土 18：30～20：30
●空手道（初心者） 小学生以上 火・土 19：00～20：30

市民体育館 第３期スポーツ＆文化教室受講生募集
問市民体育館　☎641･1112　 http://www.fujiedataikyo.com/

問サンライフ藤枝　☎644･3012

注意
事項

サンライフ藤枝「カルチャースクール」 12月～３月期受講生募集

藤園ソフトテニススポーツ少年団

島田樟誠高校 冬のオープンスクール

夢を届ける宅配サンタ

藤枝ミニバスケットボールクラブ

終活みらいフェスタ

笛のしらべ

第７回 えんぴつ画展

下伝馬大黒天祭

藤枝順心高校の催し

募　集

催　し

▶とき／11月13日㈫午前10時〜午
後４時　▶ところ／市民会館　▶内
容／終活に関わる過去・現在・未来を
テーマとした展示と講演会、相談コー
ナーなど　▶入場料／無料
問終活みらいフェスタ実行委員会
	 ☎0120･988･243

篠
しの

笛
ぶえ

と尺八による発表会です。
▶とき／11月24日㈯午後１時〜４時　	
▶ところ／藤の瀬会館　▶定員／100	
人（先着順）　▶入場料／無料
問篠笛の会（越

お

智
ち

宛）
	 ☎090･3554･8741

▶とき／11月25日㈰までの午前９時	
30分〜午後８時（土・日曜日、祝日は午	
後５時30分まで。月曜日は休館）　▶と 
ころ／駅南図書館　▶入場料／無料
問えんぴつ写実画くらぶ（半田宅）
	 ☎635･8332

▶とき／11月19日㈪・20日㈫　午
前10時〜午後８時　▶ところ／下伝
馬会館広場（本町三）　▶内容／縁起
物などの販売、福引き大会、浅羽由紀
さんコンサートなど
問下伝馬商店街事務局（小林宅）
	 ☎641･1074

美術造形デザイン科展
▶とき／11月23日㈷〜26日㈪　午	
前９時〜午後６時（23日は午前10時	
から、26日は午後４時まで）

調理栄養科作品展・クックラボ作品展
▶とき／11月23日㈷午前11時〜
午後６時、24日㈯午前９時〜午後

▶とき／12月15日㈯正午〜16日㈰
午後２時（１泊２日）　▶ところ／焼
津青少年の家　▶内容／門松作り、餅
つき体験、松ぼっくりツリー作りな
ど　▶定員／17家族（抽選）　▶参加
料／１人3,500円（未就学児2,600
円。３歳未満千円。別途材料費）　▶申
し込み／11月23日㈷午後５時まで
に、電話で焼津青少年の家へ
	 ☎624･4675

▶対象／小学生　▶とき／毎週金曜日午	
後６時〜７時30分、日曜日午前８時〜	
10時　▶ところ／市民テニス場ほか　
▶会費／月３千円　▶申し込み／電話
で横塚宛へ	 ☎090･9175･1091
※無料体験あり

▶とき／12月９日㈰・15日㈯　午前
９時〜午後０時30分（受付：午前８
時20分〜９時）　▶内容／全体会・入
試解説、校内見学など　▶申し込み／
各開催日の前日までに、中学校に配布
したハガキまたはホームページの申し
込みフォームから島田樟誠高校へ
	 ☎0547･37･3116
http://www.shosei.ed.jp

サンタクロースがクリスマスプレゼン
トを手渡します。
▶対象／未就学児がいる市内の家庭　	
▶とき／12月23日㈷午後５時〜８時　	
▶定員／30世帯（抽選）　▶宅配料／
無料　▶申し込み／11月13日㈫〜

▶対象／小学生　▶とき／毎週土曜日
午後１時30分〜４時30分　▶とこ
ろ／藤枝中央小学校体育館　▶会費／
月２千円　▶持ち物／飲み物、タオ
ル、体育館シューズ、運動のできる服装　
▶申し込み／電話で望月宅へ
	 ☎646･5277
※無料体験あり

車いすダンススポーツ
▶とき／毎月２回日曜日午前10時〜
11時30分　▶ところ／藤枝地区交
流センター　▶内容／車いすダンスに
必要な車いすの操作やリズムの取り方　
▶講師／山本眞澄さん（インストラク
ター）　▶会費／月２千円（別途年会	
費６千円）　▶持ち物／ダンスシューズ	
（車いすでない人）　▶申し込み／11
月25日㈰、12月９日㈰に直接会場へ
問車いすダンススポーツ事務局（佐藤宅）
	 ☎667･0537

第11回市民健康セミナー
慢性腎臓病の基礎知識や食事療法など
を学ぶ講演会です。
▶とき／11月18日㈰午後１時30分〜	
４時（受付：午後０時30分〜）　▶とこ 
ろ／県総合社会福祉会館シズウエル（静	
岡市葵区）　▶講師／増田誠一郎さん
（慢性疾患看護専門看護師）、丸井志織
さん（管理栄養士）　▶定員／200人
（先着順）　▶入場料／無料
問静岡県腎友会事務局	 ☎253･1086

喜多町タマちゃん招き猫まつり

駅北フェスタ

▶とき／11月22日㈭午前10時30
分〜午後１時　▶ところ／喜多町商店
街事務所　▶内容／食品の販売、掘り
出し市ほか
問喜多町商店街（山本宅）
	 ☎641･1479

▶とき／11月24日㈯午前10時〜午
後２時　▶ところ／藤枝駅前商店街　
▶内容／よさこいまつり、小川エリ＆
浅羽由紀弾き語りライブ、餅まき、呈
茶、抽選会など
問藤枝駅前商店街事務局
	 ☎641･0707

2018キッズサッカー大会
藤枝MYFCの選手と一緒にサッカー
を楽しみませんか。
▶対象／未就学児　▶とき／12月９
日㈰午前８時30分〜正午　▶とこ
ろ／静清高校高田グラウンド　▶定
員／150人（申込順）　▶参加料／無
料　▶申し込み／11月30日㈮まで
に、電話で藤枝ライオンズクラブへ
	 ☎643･3874

４時　▶内容／季節の料理・おもて
なしメニューなどの展示
▶ところ／文化センター　▶入場料／
無料
問藤枝順心高校	 ☎635･1311

にこにこ家族
〜手作りで迎えるお正月〜

21日㈬に、ハガキに住所・氏名・子ど
もの氏名と年齢・電話番号を記入し、
〒426–0012市内田中3–7–45勤労
青少年ホームへ
※プレゼントは各自ご用意ください。
問藤枝市青年ネットワーク（杉山宛）
	 ☎090･5861･8324
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スタート＆ゴール／藤の瀬会館前広場
午前９時～11時30分

とき／平成31年

３月10日雨天決行

早春の訪れを感じながら、変化に富んだ山あいの
森林浴マラソンをお楽しみください。コースは、
ハーフ・10㎞・５㎞・３㎞ジョギングのほか、親
子などで参加できる３㎞ペアもあります。
問ふじえだマラソン実行委員会（スポーツ振興課内）

☎643･3126

定員／2,500人（申込順）
参加料／
一般……4,000円　　小学生……………1,500円
高校生…3,000円　　３㎞ジョギング…1,500円
中学生…2,000円　　３㎞ペア（一組）…3,000円
申し込み／次のいずれかでお申し込みください。
①12月14日㈮までに、ランネットの
ホームページの入力フォームに必要
事項を入力　 https://runnet.jp/

②11月30日㈮までに、スポーツ振興課、各地区
交流センターなどに備え付けの申込書に必要
事項を記入し、参加料を添えてゆうちょ銀行
または郵便局へ
※定員になり次第、締め切ります。
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

　当日は、午前９時から午後４時20分ま
で、不動峡入口から会場までの道路が
片側交互通行となります。会場周辺は
駐車場が大変少ないので、無料シャト
ルバスか、路線バスをご利用ください。
【無料シャトルバス運行時間】
〈藤枝駅南口発・滝ノ谷不動峡行き〉
午前９時～午後０時30分
〈不動峡入口発・藤枝駅南口行き〉
午後０時45分～４時15分
※15～30分間隔で１時間に３本程度
運行

交通のご案内

滝ノ谷不動峡もみじまつり
写真コンテスト

サイズ／四つ切り（254㎜×305㎜）、
ワイド四つ切り（254㎜×365
㎜）、A４（210㎜×297㎜）

テーマ／「滝ノ谷不動峡もみじま
つり」に関するもの

応募方法／12月10日㈪までに、
直接または郵送で〒426-0034
市内駅前1-1-2市観光案内所へ
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